
４学会等発表（2001年以降）
SN 発表年月日 発表者 共同発表者 演題 学会 開催地

1 2001/11/17 川越　厚 松浦志のぶ グループ・パリアンの一年を振り帰って 第25回死の臨床研究会 仙台

2 2002/7/13 川越　厚 松浦志のぶ 在宅ホスピス・緩和ケア 実施医療機関情報の データベース化
日本在宅医療研究会学術
集会

木更津

3 2003/11/24 川越　厚 松浦志のぶ 在宅ホスピス・緩和ケア相談外来の役割と働き 第26回死の臨床研究会 高崎

4 2003/3/6 川越　厚 松浦志のぶ
13 Years’ Practice of Home Hospice Care  in Tokyo  －
Various Types of Care Service Provision  and their
Achievements －

5th Asia Pacific
Hospice Conference

大阪

5 2003/11/15 川越　厚 松浦志のぶ
在宅末期がん患者の疼痛緩和－フェンタニルパッチの有用性と問
題点－

第27回死の臨床研究会 徳島

6 2004/11/28 川越　厚 松浦志のぶ
当院における 相談外来受診から 在宅ホスピス・緩和ケア開始ま
での 待ち時間の検討

第28回死の臨床研究会 つくば

7 2008/7/26 川越　厚
松浦志のぶ、染谷康子、大金
ひろみ

ケア期間からみた在宅ホスピスケアの問題－短期間（7日間）で
終了する、末期がん患者の在宅ケア－

第19回日本在宅医療学会
学術集会

千葉市

8 2008/7/26 川越　厚 松浦志のぶ
モルヒネ持続クモ膜下注入による疼痛緩和－在宅で疼痛緩和を
行った症例の報告－

第19回日本在宅医療学会
学術集会

千葉市

9 2009/6/27 川越　厚 シンポジウム　在宅での疼痛緩和の現状と課題
第20回日本在宅医療学術
集会

横浜市

10 2009/6/27 田實武弥
松浦志のぶ、川越博美、川越
厚

肺がん患者の在宅ホスピス緩和ケア
第20回日本在宅医療学術
集会

横浜市

11 2010/6/13 川越　厚 松浦志のぶ 血液がん患者の在宅ホスピス・緩和ケア
第21回日本在宅医療学術
集会

江東区

12 2010/6/18 川越　厚

Zeri Kenneth, Paul Julie,
川越博美、櫻井雅代、吉野貴
子、松浦志のぶ、大金博美、内
田千佳子

在宅ホスピス緩和ケアにおけるボランティアの育成と役割に関する
国際比較研究

第15回日本緩和医療学会
学術大会

千代田区

13 2010/11/6 川越　厚 Zeri Kenneth, Paul Julie
地域緩和ケアシステムにおける在宅ホスピスボランティアの育成と
役割に関する国際比較研究

第17回ヘルスリサーチ
フォーラム

千代田区

14 2011/6/25 西田茂史
西田茂史、松浦志のぶ、川越
厚

泌尿器科がんの在宅ホスピス緩和ケア
第22回日本在宅医療学術
集会

名古屋市

15 2011/6/25 川越　厚
川越　厚、松浦志のぶ、西田茂
史

婦人科がんの在宅ホスピス緩和ケア
第22回日本在宅医療学術
集会

名古屋市
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16 2011/10/1 八塚麻紀

Maki Hachizuka,
Kazuhiro Yoshiuchi, Hiroe
Kikuchi,Yoshiharu
Yamamoto,Satoru Iwase,
Keiichi Nakagawa,Koh
Kawagoe, Akira
Akabayashi

Associations between pain and psychosocial factors
using a computerized ecological momentary assessment
technique in home hospice cancer patients

13th World Congress
of Psycho-Oncology
(The International
Psycho-Oncology
Society)

Antaiya,
Turkey

17 2012/10/3
Maeda

K.
Kushida K, Kawagoe K

Engagement as pharmacies in home palliative care -
Collaboration with physicians, nurses, and other
medical professionals and assessment of Collaborative
Drug Therapy Management (CDTM) in Japan-

FIP Centennial
Congress of Pharmacy
and Pharmaceutical
Sciences,

Amsterda
m, The

Netherlan
ds

18 2013/5/18 前田桂吾
串田一樹、白石丈也、賢見卓
也、西川満則、川越　厚

医療用麻薬に関する在宅緩和ケア医と保険薬局のギャップについ
て～在宅緩和ケア医及び薬局へのアンケート調査より～

第24回日本在宅医療学会
学術集会

大阪市

19 2013/6/21 前田桂吾
串田一樹、白石丈也、賢見卓
也、西川満則、川越　厚

在宅緩和ケア対応薬局のネットワーク化と情報提供
第18回日本緩和医療学会
学術大会

横浜市

20 2013/9/15 前田桂吾
串田一樹、白石丈也、賢見卓
也、西川満則、川越　厚

在宅緩和ケア専門薬局（PCP）に必要な機能について～在宅緩
和ケア医へのアンケート調査より～

第７回日本緩和医療薬学
会年会

千葉市

21 2013/10/11
K.

Kawagoe
S. Matsuura, I. Kawagoe Home Hospice Care. Whay at Home?

10th Asia Pacific
Hospice Conference

Bangkok

22 2013/11/5 賢見卓也 山口聖子、川越　厚
社会的苦痛（特に経済的苦痛）に特化した専門家チーム（看護
師・FP・社労士・税理
士・弁護士）の取組み

第37回死の臨床研究会年
次大会

松江市

23 2016/10/8 田伏弘行 川越　厚 若年者の末期がん患者における在宅緩和ケアの特徴
第40回死の臨床研究会年
次大会

札幌市

24 2018/12/8 村川　奨 川越　厚
認知症を有するがん患者の症状緩和―在宅で看取った２事例の
比較検討

第42回死の臨床研究会年
次大会

新潟市

25 2022/11/25 川越　厚 松浦志のぶ
[事例検討]超大量経口麻薬を長期間服用し在宅死した50歳代
乳がん患者のQOL-オキシコドン徐放剤1,440㎎を5年間服用

第46回死の臨床研究会年
次大会

津市

26 2023/6/24 佐々木　翼 松浦志のぶ、川越　厚 在宅死したがん患者に対する、オピオイド投与ルートの検討
第5回日本在宅医療連合
学会大会

新潟市

27 2023/6/30 佐々木　翼 松浦志のぶ、川越　厚
骨破壊による難治性の疼痛に対し塩酸モルヒネのくも膜下投与を
行い、在宅で疼痛緩和が奏功した2症例

第28回日本緩和医療学会
学術大会

神戸市


